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　10月10日、笠置町毛呂窪の蘇
そ

原
はら

神社で
市無形民俗文化財に指定されている剣

つるぎ

の舞
が奉納されました。剣の舞をはじめとした
神事は、昨年に引き続き関係者だけで実施
獅子頭を被った袴姿の若者が、両手に持っ
た剣を振りかざしながら、疫病退散や五穀
豊穣を祈って舞い踊りました。
　樋田一

かずしげ

成氏子総代長は「約200 年前に
始まったとされる剣の舞で、コロナから地
域を守ってもらいたい」と話しました。

疫病退散・五穀豊穣疫病退散・五穀豊穣
を祈り、舞を奉納を祈り、舞を奉納

今月の表紙 ０３	 特集	タブレットは
　　　　　私たちの文房具
０６	 特集	今年は、
　　　　　ラリーを２回楽しめる
０８	 注目情報
 ·防ごう子どもの虐待
 ·なくそう女性への暴力
 ·もうお済みですか
　　　　新型コロナワクチン接種
１０	 お知らせ
１６	 みんなの掲示板
１７	 おくやみ・県のお知らせ
１８	 健康ガイド
１９	 相談コーナー
２０	 地域情報トピックス
２１	 図書館・文化施設情報
２２	 エーナの社会見学
	 ビジネスサポートセンター
２３	 健幸レシピ
	 恵那中央出張所えなえーる
２４	 出生・1歳になりました
	 園・小中学校トピックス
２５	 輝く恵那人
２６	 ニュースと話題
２７	 いいね！　恵那市公式ＳＮＳ
２８	 火災予防ポスター展

総数 48,531 人 （ － 47）
　男 23,684 人 （ － 16）
　女 24,847 人 （ － 31）
世帯 19,911 世帯 （ － 13）
（　）内は前月との比較

人口（10 月 1 日現在）

182 回（1,738 回）
（　）内は 1 月からの累計

出生　24 人
死亡　53 人 － 29 人
 1 月からの自然増減 － 374 人
転入　73 人
転出  91 人 － 18 人
 1 月からの社会増減 － 191 人

人口動態（9月異動）

救急車出動回数（9月）
建物 0 件 （5 件）
その他 1 件 （9 件）
（　）内は 1 月からの累計

人身事故 　3 件 （30 件）
物損事故　83 件 （873 件）
負傷者 3 人 （33 人）
死者　 0人 （0 人）
（　）内は 1 月からの累計

火災（9月）

交通事故（9月）
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　　　　　　おじさんのおじさんの
ふるさと情報ふるさと情報

ふ
る
さ
と
に
学
び
郷
土
愛
を
育
む
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
恵
那
市
読
書
の
日
」

市
中
央
図
書
館
～
伊
藤
文
庫
～

今
月
の
物
知
り
お
じ
さ
ん

　
中
山
道
を
槙
ヶ
根
追
分
（
長
島
町
）
か
ら
西

へ
約
６
０
０
㍍
進
む
と
、
武
並
町
に
入
っ
た
辺

り
で
、
道
が
二
手
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
左
手

の
平
坦
な
道
は
、
明
治
１３
年
に
新
し
く
造
ら
れ

た
中
山
道
、
右
手
の
上
り
坂
は
江
戸
時
代
の
中

山
道
で
す
。

　
こ
の
坂
は
祝

い
わ
い

坂ざ
か

と
い
わ
れ
、
坂
を
上
る
と
、

頂
上
に
東
西
約
１
０
０
㍍
、
南
北
約
５０
㍍
の
平

地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
が
、
祝い

わ
い
と
う
げ峠

ま
た

は
「
姫
御
殿
跡
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
将
軍
家
に
嫁
ぐ
た
め
、
８
人

の
姫
君
が
中
山
道
を
通
り
、
京
か
ら
江
戸
に
向

か
い
ま
し
た
。
道
中
の
祝
峠
は
、
馬
籠
宿
が
見

え
る
ほ
ど
見
晴
ら
し
の
良
い
場
所
で
、
そ
こ
に

子こ

持も
ち

松
と
い
う
大
木
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
子

ど
も
か
ら
孫
ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
縁
起

の
良
い
場
所
」
と
し
て
好
ま
れ
、
姫
行
列
の
度

に
休
憩
所
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
記
録
で
は
、
１
８
０
４
（
文
化
元
）
年
、
１２

代
将
軍
徳
川
家
慶
に
輿こ
し

入い

れ
し
た
楽ら
く
ひ
め姫
の
行
列

に
合
わ
せ
、
こ
の
場
所
に
六
畳
と
八
畳
二
間
の

休
憩
所
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
１
８
６
１
（
文
久
元
）
年
に
は
、
１４

代
将
軍
徳
川
家
茂
に
嫁
い
だ
和か

ず
の
み
や宮
の
た
め
に
、

岩
村
藩
の
材
木
問
屋
か
ら
節
の
な
い
ヒ
ノ
キ
の

無む

く垢
材
を
運
び
、
休
憩
所
の
建
築
に
取
り
掛
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
畳
の
縁へ
り

に
は
絹
織
物

が
使
わ
れ
る
ほ
ど
贅ぜ

い

を
尽
く
し
た
建
物
で
、
漆

塗
り
で
仕
上
げ
ら
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
列
の
際
に
は
見
学
者
も
多
く
、

検
問
所
が
造
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
休
憩
所
に
は
、
土
台
の
石
が
置
か

れ
た
痕
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
柱
を
直
接
地
面

に
埋
め
る
掘ほ

っ
建た

て
小
屋
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
回
の
姫
行
列
が
過
ぎ
れ
ば
壊
し

て
し
ま
う
、
お
姫
様
だ
け
の
休
憩
所
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
建
物
は
現
存
す
る
こ

と
な
く
、「
姫
御
殿
跡
」
と
し
て
後
世
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
山
道

「
姫
御
殿
跡
」

市文化財保護審議会委員

伊藤利貞さん
（武並町）

▶
右
へ
上
る
祝
坂

▶
頂
上
の
姫
御
殿
跡


